
別記様式第１号             「現場の創意工夫プロジェクト」計画書 

 

《プロジェクト名 福沢地区水田利活用プロジェクト》 
市町村 高畠町 対象地域 東南置賜地域 分野 土地利用型作物 

実施主体名 
福沢地区農業機械利用

組合 
代表者氏名 原田二夫 

住所又は主たる事務所の所

在地・連絡先 
高畠町大字福沢4-1141 

実施主体構成 任意団体（１０８名） 
 

産出額（増加額） １３，１４０千円（５，０８０千円） 
プロジェクト 

目標（５年後） 独自の目標項目 
WCS（稲醗酵粗飼料）の収穫・運搬作業受託30ha 町内水田耕起・代掻き作業受託60ha 

堆肥散布作業受託30ha 

各年次目標 現  状 １年目（Ｈ２２） ２年目（Ｈ２３） ３年目（Ｈ２４） ４年目（Ｈ２５） 最終年（Ｈ２６） 

産出額    8,060千円    8,812千円    9,570千円    10,525千円    11,225千円    13,140千円  

独自の 

目標項目 

①WCS収穫・運搬16.6ha 

②耕起・代掻51.6ha 

③堆肥散布0.0 ha 

① ２２ｈａ 

② ５５ｈａ 

③  ３ｈａ 

① ２５ｈａ 

② ６０ｈａ 

③ １５ｈａ 

① ２５ｈａ 

② ６０ｈａ 

③ １５ｈａ 

① ２５ｈａ 

② ６０ｈａ 

③ ２５ｈａ 

① ３０ｈａ 

② ６０ｈａ 

③ ３０ｈａ 

◎実施方針 
遊休農地活用によるWCSの生産拡大と供給体制の確立、水田への堆肥施用による肥料費低減等耕畜連携に

よる循環型農業の展開を図る。また、兼業農家等の農作業受託により地域営農体制の確立を図る 

○産出額の増大 遊休農地の利用によるWCSの生産・供給、堆肥散布の実施、地域水田の作業受託拡大による産出額増加 

○雇用の創出 収穫・供給面積の拡大、新たな作業（堆肥散布）の導入により年間延べ255人の雇用を予定している 

○創意工夫 遊休農地解消、循環型農業の展開を地域機械利用組合(コントラクター）が新たな取組みとして事業を実施する 

○実現性 
地域営農の担い手組織として確立しており、畜産農家を始め地域農業者も遊休農地解消や作業受委託組織への期待が大きいことから

実現性が高い。また関係機関・団体の構成による高畠町飼料用稲供給協議会を中心に指導体制も充実しており実現性が高い 

○地域への波及効果 耕畜連携のモデルとして波及が図られ、生産調整の実施、経済効果、遊休農地の解消が期待できる 

プロジェクト 

概要 

 

○その他  

 実施年度（平成22年度） 実施年度（平成  年度） 事
業
計
画 

事業内容 
トラクター（51PS）・フロントローダ１台・ロールグラ

ブ一式２台 
 

  


